
r■－●■‾l「ヽ■∫ゝ■▲■■、r■ヽl  

沈降B型肝炎ワク  明治乳業  

明治乳業  

明治乳業  

ウシのI降旗  

ウサギの  

血液   

マウスの血  

液  

ブタの謄臓  

＿       ヽ○ ＿ユ‾ソ‾  

ランド   

日本  

日本  

DNaseI  

ウサギ抗ヒ  

テン（huGK－14細胞  

由来）  

沈降8型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）   

沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

ト血清アル  
ブミン抗体  
マウス抗  

ローナル  

HBsモノク  抗休 トリプシン  

明治乳業  アメリカ  
ProMED－mai1  

20090502．1653（出  

典はCFIANews  

Release2009May  
2）  

インフルエン ザ  
90507に同じ  

ワイス  
ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

細換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ヒト血液  米国  
ヒトトランス  
フェリン   

ヒトγグロ  

ブリン  

スキムミル  
ク  

ヒト血液  
フィンラン  
ド、スウェー  
デン  
米国  ワイス  ウシ乳  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ペプトン  ウシ乳  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド  ニューソー ランド、米国  

宥－  蕪‥  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ乳  
宥－  蕪‥  蕪‾  ゲムツズマブオゾ  

ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

カゼイン  

ウシ胎児  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ血液  
宥－  蕪■‾  

血清  

ウシ血清  

アルブミン  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ血液  

90769に同じ   CFIA 2009Mayl  
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ガマイシン（遺伝子  

ゲムツズマブオゾ  組換え）  

ヒツジ毛  
22009年10月28日、MAFBNZ（MAF（Ministr・yOfAgricultureand  
Forestry）BiosecurityNewZealand）およびNZFSA（NewZealand  
FoodSafetyAuthority）は、ニュージーランドおよぴヨーロッパの  
研究所が行った1頭のニュージーランド産ヒツジの脳における一  

連の検査の結果、非定型スクレイピー／Nor98を検出した、と発  
表した。非定型スクレイピー／Nor9引ま古典型スクレイピーとは  
全く異なり、非定型スクレイピー／Nor98もスクレイピーもヒトの健  
康や肉・肉製品を食べることの安全性にどのようなリスクを及ぼ  
すか不明であるが、広く受け入れられている科学的見解は、非  
定型スクレイピー／Nor9引ま世界中のヒツジ集団において極少  

数の高齢羊に自然発生的に起こるとしている。非定型スクレイ  
ピー／Norg8陽性がニュージーランドの国産群由来の羊に検出  

されたことは、この見解を強調し、今回の検出がスクレイピーな  
しとするニュージーランドの状況を変えることはない。感染の  
あった脳は、∃一口ツパ連合（EU）に送られた200の委託のうちの  
一つで、ヨーロッパ輸送前にEU認可のテストがニュージーランド  
国内で行われたが、何事もなかった。しかし、ヨーロッパで更に  
テストされ、ニュージーランドで脳の異なる部分を再試験した結  
果、非定型スクレイピー／Nor98と診断された。NZFSAは、UK  
FoodStandardsAgencyが助言したラムやマトンもしくはこれら  

の動物由来製品を食肉とするのを辞める理由はない、との発言  
に同意する。  

ア、ニュー  
ジーランド  

MAF 2009 

0ctober28  

マウス骨 髄腫由来 NSO細胞  

マウス骨髄  

腫  

不明  ワイス  
ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

細換え）  

ウシ胎仔  
■t  

ジ諾々7  
ム・ジャパン  

■  
7誹iニ色ち＝者  

（遺伝子組換え）   

イミグルセラーゼ  
（遺伝子組換え）   

2009／12／9  

2009／12／9  ジェンザイ  
ドナー仔牛   

ム・ジャパン  

124／148ページ  



概要  

宿主細胞系は、  
DrLAChasjn（C  
olumblaUnivorsit  

y）より入手したジ  

ヒドロ葉酸還元  
酵素（DHFR）欠  
損チャイニーズ  
ハムスター卵巣  
細胞（CHO）細胞  

系である   

米国・カナダ  

ラーゼ（遺  

伝子組換  
イミグルセ   え）  

ニーズハム  

スター卵巣  換えチャイ   細胞  

ム・ジャパン  （遺伝子緒換え）  

ラロニダーゼ（遺伝  

子組換え）  

トリプシン  ブタ膵臓  
ジ工ンザイ  
ム・ジャパン  22009年6月29日、ケニアで／くンデミックHINl感染の初症例が  

確認された。当時、サハラアフリカでは4カ国のみが症例を報告  
しており、この地域での二次感染はなかった。ケニアでのサー  
ベイランスの結果、園内ヘウイルスを持込んだ4つの個別グ  
ループを見つけた。この輸入感染は、抗ウイルス薬の使用がま  
だ始まっておらず、ウイルス感染の少ない集団において、ウイ  
ルス伝播を研究するよい機会であるため、この4グループの輸  
入感染状況についてまとめた。また、HINl確定症例の家族間  
二次感染の割合は26％となり、季節性インフルエンザの場合と  
同程度であった。  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  

蕪■  蕪‾‾  
ウシ胎児血 液  

米国、カナ  

ダ、メキシ  
コ、ニュー  
ジーランド   

宿主細胞系は、  
Dona†d酬ey（UC  

SD大学）及び  
James  

paulson（UCLA大  

学より入手した  
ジヒドロ葉酸還  
元酵素（DHFR）  
欠損チャイニー  
ズハムスター卵  
巣細胞（CHO）細  
胞系である   

米国  

ラロニダーゼ（遺伝  

子細換え）  

ウシ胎児  ジェンザイ  

ム・ジャパン  

蕪■   蕪‥  チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞  

ラロニダーゼ（遺伝  

子組換え）  

ラロニダー  
ジェンザイ  

ゼ（遺伝子 組換え）  

ム・ジャパン  

発育鶏胚  発育鶏卵  
黄熱ワクチン  

サノフィパス  

ツール第一  

三共ワクチ  
ン  

バイオジェ  
ン・アイデッ  
ク・ジャパン  

ウシ血液  米国、カナ  

ダ  

米国、カナ  

ダ  

米国  

ウシトラン  
インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

組換え）   

インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

細換え）   

インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

組換え）  

スフェリン  

ウシインス  
リン  

ウシ胎児  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ膵臓抽  
出物  

ウシ胎児血  
液  

バイオジェ  
ン・アイデッ  
ク・ジャパン   

／くイオジェ  

ン・アイデッ  
ク・ジャパン  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

90769に同じ   CFIA 2009Mayl  
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ガルスルファーゼ  
（遺伝子租換え）  

ATCCから入手  
したCHOセルラ  
インをマスタセ  
ルバンクに使用  
した細胞株  

中国  

ズハムス  

チャイニー  ター卵巣 細胞  

チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣細  
胞  

ヒト尿  
持田製薬  ウリナスタテン  ウリナスタ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

WHO／EPR2009  
May14   

第83回日本感染  
症学会総会 P214  

0－152  

90505に同じ  

日本感染症学会  
某83回総会 P224  

0－171  

ウイルス感  
染  

レンサ球菌  
感染  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  
0－173  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  
0－174  

細菌感染  90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P239  

0－201  

N∈nglJMed  

2009：360；2099－  

エⅧ且．‥．．．．．‖‖   

Nature Medicjne  
2009：15：87卜872  

真薗感染  

ウイルス感  
染  

HIV  

90505に同じ  

90636に同じ   

グラクソ・ス  
ミスクライン  

組換え沈降2価ヒ  
トパピローマウイル  
ス様粒子ワクチン  
（イラクサギンウワ  

バ細胞由来）   

組換え沈降2価ヒ  
トパピローマウイル  

ス様粒子ワクチン  
（イラクサギンウワ  

バ細胞由来）   

乾燥イオン交換樹  
脂処理人免疫グロ  
ブリン   

ウシ（乳）  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

蕪■  蕪‘  蕪‖  

グラクソ・ス  

ミスクライン  

H卜5  

Rix4446細 胞  ンウワバ  
イラクサギ  （卵）  

1984年に単機さ  

れたイラクサギ  
ンウウバの卵由  
来初代細胞を♯  
代培養した細胞  
株   

米国   

蕪‾  蕪■‾  

バクスター  
人免疫グ ロブリンG  

人血兼  
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人血清ア  
ルブミン  

ペプシン処  
理人免疫  
グロブリン  
G分屏   

スルホ化  

人免疫グ  
ロブリンG   

人血清ア  

ルブミン  

乾燥イオン交換樹  
脂処理人免疫グロ  
ブリン  

乾燥ペプシン処理  
人免疫グロブリン  

日本  
ヒト血液  

化学及血清 療法研究所  厚生労働省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料 2009May16  

新型インフル エンザ （HNl）  

9049引こ同じ  

米国、日本  ヒト血液  
乾燥スルホ化人免  
役グロブリン  

乾燥弱毒生風しん  
ワクチン  
乾燥弱毒生おたふ  
くかぜワクチン  

人全血液  

化学及血清  

療法研究所  

化学及血清  
療法研究所  

ヒト血液  
日本  

厚生労働省 新型  
インフルエンザに  

関する報道発表資  

料 2009May16  

Eurosurvei‖ance  

2009Apri116；  
14（15）   

Hepatology2009：  
49；S156－165  

Transfusion 2009 
July：49；1314－  

1320  

新型インフル エンザ （HINl）  

90498に同じ  

日本  
人血液  人全血液  

日本赤十字 社  

90550に同じ  A型肝炎  

90717に同じ  

9066引こ同じ  

輸血後検査におけるHBV陽性例の発生状況とその原因につい  

て全国調査を行った。2007年卜12月の輸血後検査における  
HBVDNAまたはHBs抗原陽性例経験の有無を問い、有経験施  
設には個別調査を行った結果、輸血後HBV陽性例の経験施設  
（37）のうち18施設が37症例を回答した。輸血前（保管）検体の  
検査結果と献血者保管検体の個別NAT検査の成績を元に、既  
感染例、輸血感染例、再活性化例、その他、分類不能の5分類  
に該当する症例は、それぞれ19、4、6、0、8例であり、輸血を要  
する治療を行った患者にHBV活性化が存在することが判明し  

た。輸血によるHBV伝播とHBV再活性化の鑑別には、輸血前の  
HBs・HBc抗体検査か輸血前検体保管が必要である。  

90717に同じ  

日本肝臓学会大  
会第13回2009：  
A536（2009  
0ctober14－15）  

B型肝炎  

Transfusion2009：  
49：648－654   

第57回日本輸血■  

細胞治療学会  

2009：55；245  

B・C型肝炎  

90550に同じ   
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Emerging  
］nfectious Disease  
2009：15：704一丁08   

第57回日本輸血・  

細胞治療学会  
2009；55；244  

90550に同じ  E型肝炎  

90550に同じ  E型肝炎  

Pediatrics2009；  
124；658－866   

第83回日本感染  
症学会総会2009  
Apri123－24；314  

90550に同じ  

90550に同じ  

Nature Medicine  
2009こ15：87卜872  

FDA／CBER2009  
August Guidance 
forIndustけ  

90636に同じ  

90774に同じ  

Eurosuveilance  
2009こ14（19）：2009  

May 14 
90717に同じ  

近年、各地医療機関から依頼のあった在日ラテンアメリカ人心  
疾患患者41名についてジャーガス病原体Trypanosoma  
cruzi（T．cnJZi）血清抗体検査を行った結果、15名が明らかに陽  
性を示し、ジャーガス病が示唆された。更に抗体陽性者血液か  
らT．cr・UZiLDNAを検出し、また、血液培養の結果2名からT．cmzi  
虫体を分離した。慢性の病原体キャリアーが日本に存在するこ  
とが明らかとなったが、媒介昆虫の存在しない国内において感  
染経路は二次感染であるため、事前の抗体検査で防ぐことが  
出来る。  

90527に同じ  

日本感染症学会  
第58回東日本地  
方会2009：124  
041（2009  
0ctober30－31）  

アメリカtトリ  

パノソーマ症  

ウイルス感  
染  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINり  

PLoS Pathogens 
2009；4：¢1000455  

NEnglJMed  
2009；360；2605－  

2615  

FDA／CBER2009  
Aprj130  

90473に同じ  

90523に同じ   
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新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

ウイルス感  
染  

ウイルス感  
染  

Eurosurveillance  
2009：14：19244  

日本感染症学会  

第83回総会 P224  

0－171  

90550に同じ  

90505に同じ  

ProMED－mai1  

20090806．2782  
90666に同じ  

2008年7月、オーストリア東部の山岳地帯で6例が感染したT8E  
（Tick－bomencepha（itis）アウトブレイクの調査が行われた。初  
発患者の羊飼いは、高山牧場地に24日間滞在後、髄膜炎の臨  
床症状を呈し、TBEV（TBEvinJS）感染陽性と確定された。患者  
はダニに岐合された記憶はなく、発症8－11日前に非殺菌のヤ  
ギ乳および牛乳から製造された自家製チーズを食べていた。同  
じチーズを食べた6名中5名がTBE感染と診断され、非感染で  
あった1例はチーズを食べた直後嘔吐していた。チーズはヤギ1  
頭およぴウシ3頭の乳から製造されたが、そのヤギはHlおよび  
中和抗体検査でTBEV陽性であり、ウシ3頭は抗体陰性であっ  
た。また、ホ工イおよぴヤギ乳を与えられ、同じ牧草地で飼育さ  
れていたブタ4頭がTBEV抗体陽性を示した。このアウトブレイク  
は、中央ヨーロッパ高地におけるTBEの振興と、TBE経口感染  
の高い効率性を示した。  

Emerging  
Tnfectjous Disease  
2009：15；1671－  

1672（October  
2009〉  

ウイルス性 脳炎  

WNV（WestNilevirus）感染状況と2003－2008年に供給された米  
国製血兼由来静注用免疫グロブリン製剤（IGIV）における中和抗  
体価の関係が調査された。WNVは1999年に米国に持ち込まれ  
たが、2003年にIGlVのWNV中和抗体平均値が顕著に上昇し、  
米国人口の0．5％がWNVに感染したと推定された。また、米国の  
人口における既感染者の割合は、毎年0，1％増加し、IGIVの中和  
抗体価平均値と概ね相関があった。2008年に出荷されたIGIV  
の中央抗体価は平均21（n＝258）であり、NTAでWNT感染を確定  
したヒトから得られた血祭では更に高い抗体価（平均208（n＝30））  

であった。血井中IgG濃度を補正し、IGlV調整濃度10％と比叡す  
ると血渠試料はIGlVより100倍高値であった。この結果は、WNV  
既感染者は米国人口の1％であると推定したこれまでの報告と  
一致した。   

90550に同じ   

Emerglng  
lnfectious Disease  
2009：15：1668－  

1670（October  
2009）  

ウエストナイ  

ルウイルス  

チクングニヤ  

ウイルス感  

CDC2009August  

17  
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2009年5－6月、東南アジアから帰国後間接痛を主訴に来院した  
3例はチクングニヤウイルスJgM抗体および中和抗体陽性であ  

り、血清学的にCHIKF（Chikungunyafever）と診断された。3例は  
それぞれインドネシア・スマトラ島、インドネシア・ジャワ島もしく  
はマレーシア・クアラルンプール郊外に渡航し、いずれも現地で  
発熱および関節痛が出現した。解熱したが帰国後も関節痛は  
持続し、受診に至った。  

日本感染症学会  
第58回東日本地  
方会2009：124  
041（2009  
0ctober30－31）  

テクングニヤ  
ウイルス感  
染  

ProMED－mai1  

20090831．3065  
デング熱  90774に同じ  

47news．2009  

Jun 27 
90550に同じ  醐  

1996年、インドケララ州で発生した脳炎アウトブレイクの調査に  
おいて、蚊（C山ext血aenio什－ynChus）のプールからアルポウイ  
ルスが分離された。補体結合検査より日本脳炎とウエストナイ  
ルウイルスに交差反応を示すアルポウイルスの特徴が示され、  
アルポウイルス分離株に対する過免疫血清を使用したプラーク  
減少一中和反応検査の結果、血清は日本脳炎ウイルスでは腸  
性を示さず、ウエストナイルウイルスで弱陽性であった。このア  
ルポウイルスはバガサウイルス（BAGV）の特徴を示し、脳炎患  
者の血清は15％（8／53）がBAGV中和抗体陽性を示した。インドか  
らの初のBAGV分離の報告であり、また、人間集団がBAGVに  
曝露されていることが示唆された。  

JoumalofGeneral  
OfVio“gy2009；  
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概要  

CFS（ChronicFatigueSyndrome）患者の血液細胞に感染性レト  
ロウイルスXRMV（×enOtrOPicmurineleukemiavirus－reJated  
vims）を検出した。CFSは原因不明の衰弱していく疾患で、世界  
中で1700万人が罷患していると推定されている。CFS患者の末  
梢血単核球を調べた結果、ヒトgammaretorovirusであるXMRV  
のDNAが、患者101例中68例（67％）に検出され、健康対照着  
では218例中8例（3．7％）であった。細胞培養の結果、患者由来  
のXMRVは感染性があり、ウイルスの細胞を介したおよび無細  
胞性感染のいずれも可能性が示された。CFS患者由来の活性  
化PBMC、B細胞、T細胞に曝露した後、非感染初代培養リンパ  
球および指標細胞培養系には二次感染が認められた。これら  
の結果は、XMRVがCFSの病原性における要因となる可能性を  
示唆した。  
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